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総
括

質
疑

　
９
月
定
例
会
で
は
、
決
算
審
査

特
別
委
員
会
に
お
い
て
各
会
派
の

代
表
が
、
平
成
30
年
度
決
算
に
つ

い
て
一
問
一
答
方
式
に
よ
る
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
質
疑
の
一
部

を
掲
載
し
ま
す
。

上
下
水
道

問
　
下
水
道
管
は
、
劣
化
し
水
が
漏
れ
て
も

水
道
管
の
よ
う
に
す
ぐ
に
は
発
見
で
き
な

い
。
放
置
す
れ
ば
管
自
体
が
崩
壊
し
、
道

路
陥
没
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
。
事
前

の
対
策
が
必
要
だ
と
思
う
が
対
応
は
。
　

答
　
古
い
管
渠
に
対
し
て
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
調

査
を
実
施
し
、
主
要
幹
線
は
改
築
や
更
新

等
を
行
い
、
対
策
を
完
了
し
て
い
る
。
今

後
は
、
30
年
以
上
経
過
の
枝
線
に
つ
い
て

も
カ
メ
ラ
調
査
を
行
い
、
令
和
４
年
度
か

ら
改
築
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

問
　
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
ゴ
ミ

出
し
支
援
で
あ
る
ふ
れ
あ
い
収
集
は
、
要

介
護
１
、
２
、
３
が
対
象
と
聞
く
。
ニ
ー

ズ
が
あ
る
要
支
援
１
、
２
も
対
象
に
入
れ

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。
　
　

答
　
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
か
ら
、
ま
ず
は
要
介
護
１
、
２
、
３

の
方
を
対
象
に
、
試
験
的
に
導
入
す
る
が
、

今
後
、
対
象
区
分
の
拡
大
な
ど
も
含
め
、

福
祉
部
局
と
十
分
協
議
し
、
本
格
導
入
を

目
指
し
て
制
度
を
確
立
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
小
児
救
急
医
療
体
制
は
、
輪
番
制
で
あ

り
、
救
急
車
を
呼
ん
で
も
京
都
市
が
当
番

な
ら
30
分
以
上
か
か
る
場
合
が
あ
る
。
済

生
会
京
都
府
病
院
移
転
に
伴
い
、
体
制
の

改
善
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
市
内
の
病
院
だ
け
で
は
小
児
救
急
医
療

体
制
の
確
保
が
厳
し
く
、
広
域
的
な
対
応

は
必
要
で
あ
る
。
新
し
い
済
生
会
病
院
で

は
、
一
次
救
急
と
二
次
救
急
の
一
体
的
整

備
を
図
り
、
最
大
の
課
題
で
あ
る
小
児
科

医
の
確
保
も
含
め
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

問
　
人
権
教
育
の
一
環
と
し
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

の
正
し
い
知
識
を
児
童
生
徒
が
身
に
つ
け

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
本
市
の
小
中

学
校
で
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
の
学
習
等
を
、
小

学
校
で
は
、
昨
年
度
４
校
で
実
施
し
、
本

年
度
は
６
校
で
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
全
中
学
校
で
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
問
　
調
子
八
角
の
交
差
点
は
か
な
り
の
交
通

量
が
あ
り
、
通
勤
通
学
の
時
間
帯
は
非
常

に
混
雑
し
て
い
る
。
以
前
、
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
化
も
要
望
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
ス
ク

ラ
ン
ブ
ル
化
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
は
。

答
　
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
は
、
歩
行
者
の

巻
き
込
み
事
故
は
防
げ
る
が
、
渋
滞
を
さ

ら
に
発
生
さ
せ
る
場
合
も
あ
る
。
ま
ず
は
、

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
化
が
必
要
か
の
調
査
の
た

め
に
、
京
都
府
、
公
安
委
員
会
、
地
元
自

治
会
等
と
の
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

問
　
現
在
、
学
校
給
食
へ
の
地
元
農
産
物
の

納
入
状
況
は
、
中
学
校
で
は
５
品
目
、
小

学
校
で
は
12
品
目
と
な
っ
て
い
て
、
中
学

校
は
小
学
校
に
比
べ
て
少
な
い
が
、
今
後

ふ
え
て
い
く
予
定
は
あ
る
か
。
　
　
　
　

答
　
中
学
校
へ
納
め
る
野
菜
の
品
目
は
、
長

岡
京
市
地
産
地
消
推
進
協
議
会
の
食
育
給

食
部
会
で
判
断
し
、
ま
ず
は
主
力
の
５
品

目
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
今
後
は
、

供
給
体
制
を
整
え
な
が
ら
、
徐
々
に
品
目

数
を
ふ
や
し
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　
　

　
問
　
平
成
30
年
度
決
算
は
、
財
政
健
全
化
法

に
基
づ
く
４
指
標
に
つ
い
て
は
良
好
な
数

値
で
あ
っ
た
が
、
単
年
度
収
支
と
実
質
単

年
度
収
支
が
赤
字
と
な
っ
た
。
こ
の
赤
字

に
対
す
る
市
の
考
え
を
問
う
。
　
　
　
　

答
　
将
来
の
安
定
的
な
運
営
の
た
め
に
、
庁

舎
建
設
基
金
へ
の
積
み
立
て
を
し
た
こ
と

が
赤
字
決
算
と
な
っ
た
大
き
な
要
因
と
考

え
て
い
る
。
丁
寧
な
説
明
を
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
懸
念
や
不
安
の
払
拭
に
努
め
て
い

き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

問
　
公
園
に
対
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
は
多
様
で

あ
る
。
他
市
で
は
民
間
事
業
者
の
活
用
で
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
に
成
功
し
た
例
も

あ
る
。
本
市
で
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
こ
れ
か
ら
の
都
市
公
園
は
、
住
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
今
年
度
か
ら
西
山

公
園
、
勝
竜
寺
城
公
園
、
西
代
里
山
公
園

の
３
公
園
で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
試
験
的
に

導
入
し
て
お
り
、
そ
の
動
向
も
踏
ま
え
て
、

他
市
事
例
も
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

問
　
昨
年
度
の
本
市
と
警
察
と
の
協
議
の
結

果
、
Ｊ
Ｒ
長
岡
京
駅
東
口
駅
前
広
場
基
本

計
画
に
見
直
し
が
生
じ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

見
直
し
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
　
現
在
の
交
通
動
線
を
基
本
と
し
、
車
道

に
自
転
車
通
行
帯
の
設
置
や
、
バ
ス
等
車

両
停
車
部
の
カ
ラ
ー
化
と
合
わ
せ
て
、
ロ

ー
タ
リ
ー
の
拡
幅
を
検
討
し
て
い
る
。
ま

た
、
歩
道
内
は
自
転
車
に
乗
っ
て
の
通
行

は
不
可
能
と
の
結
論
に
な
っ
た
た
め
、
現

在
同
様
、
押
し
て
歩
く
通
行
方
法
と
な
る
。

　

問
　
新
田
保
育
所
が
移
転
し
、
５
月
か
ら
開

所
さ
れ
た
が
、
不
具
合
が
幾
つ
か
出
て
い

る
。
ま
た
、
保
育
士
や
保
護
者
か
ら
も
意

見
が
出
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
が
担
当
課
に
伝
わ
り
、
改
善
が
で
き

て
い
る
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
　
保
護
者
な
ど
か
ら
の
意
見
や
要
望
書
は
、

新
田
保
育
所
に
出
て
お
り
、
担
当
課
で
も

把
握
し
て
い
る
。
今
後
、
保
育
所
と
担
当

課
で
連
携
し
な
が
ら
、
対
応
で
き
る
も
の

に
つ
い
て
は
対
応
し
て
い
く
。
　
　
　
　

　

問
　
本
市
は
緑
豊
か
な
歴
史
の
ま
ち
で
あ
る
。

新
市
庁
舎
や
周
辺
施
設
に
、
長
岡
京
ら
し

い
緑
と
歴
史
の
調
和
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、

西
山
の
木
材
の
活
用
を
考
え
て
欲
し
い
が

市
の
見
解
は
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
　
庁
舎
建
設
に
は
一
定
以
上
の
木
材
が
必

要
と
な
る
が
、
西
山
の
木
材
は
、
な
り
わ

い
と
し
て
成
り
立
つ
よ
う
な
間
伐
は
し
て

お
ら
ず
、
安
定
供
給
が
見
込
め
な
い
た
め

難
し
い
。
備
品
や
消
耗
品
へ
の
活
用
を
進

め
て
い
く
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。
　
　

　

山
本
　智

公
明
党

石
井
　啓
子

公
明
党

小
谷
　宗
太
郎

日
本
維
新
の
会
と
市
民
派
の
会

白
石
　多
津
子

平
成
西
山
ク
ラ
ブ

上
村
　真
造

平
成
西
山
ク
ラ
ブ

小
野
　洋
史

平
成
自
由
ク
ラ
ブ

冨
岡
　浩
史

平
成
自
由
ク
ラ
ブ

宮
小
路
　康
文

輝（
か
が
や
き
）

綿
谷
　正
已

輝（
か
が
や
き
）

進
藤
　裕
之

輝（
か
が
や
き
）

広
垣
　栄
治

日
本
共
産
党

二
階
堂
　恵
子

日
本
共
産
党

浜
野
　利
夫

日
本
共
産
党

寺
嶋
　智
美

平
成
市
民
ク
ラ
ブ

中
小
路
　貴
司

平
成
市
民
ク
ラ
ブ

問
　
本
市
で
は
、
業
務
継
続
計
画
の
作
成
作

業
を
行
っ
て
い
る
。
以
前
は
、
総
務
省
か

ら
出
て
い
る
重
要
な
６
要
素
の
う
ち
、
１

つ
は
事
務
局
案
が
で
き
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
状
況
は
ど
う
か
。

答
　
現
在
は
、
６
つ
目
の
要
素
で
あ
る
非
常

時
優
先
業
務
の
整
理
以
外
に
つ
い
て
は
、

事
務
局
案
が
で
き
て
い
る
。
今
年
度
末
に

は
、
非
常
時
優
先
業
務
の
整
理
も
あ
わ
せ

た
事
務
局
案
を
地
域
防
災
会
議
に
諮
り
、

業
務
継
続
計
画
を
完
成
さ
せ
た
い
。
　
　

　

問
　
平
成
30
年
度
に
は
、
避
難
所
が
５
回
開

設
さ
れ
た
。
合
計
で
４
７
０
名
の
方
が
避

難
さ
れ
、
そ
の
う
ち
１
名
と
そ
の
家
族
は
、

福
祉
避
難
所
に
避
難
さ
れ
た
。
福
祉
避
難

所
が
必
要
と
判
断
し
た
理
由
を
問
う
。
　

答
　
福
祉
避
難
所
は
、
一
般
の
指
定
避
難
所

で
の
避
難
生
活
が
困
難
な
要
配
慮
者
で
、

特
別
な
配
慮
が
必
要
な
方
の
た
め
に
二
次

的
に
開
設
す
る
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
巡

回
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
、
特
別
な
配
慮
が

必
要
と
判
断
し
た
た
め
、
開
設
し
た
。
　

　

問
　
平
成
30
年
度
決
算
に
お
い
て
、
本
市
の

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
担
当
世
帯
数
は
１
人

あ
た
り
87
・
５
世
帯
だ
っ
た
と
聞
く
。
新

年
度
に
向
け
て
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
増

員
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。
　
　
　
　
　

答
　
社
会
福
祉
法
に
は
、
被
保
護
世
帯
数
に

応
じ
て
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
法
定
標
準
数

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
現
状
の
体
制
は
、

社
会
福
祉
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
数
を
満
た
し
て
お
り
、
現
段
階

で
は
、
増
員
の
検
討
は
し
て
い
な
い
。
　

　

問
　
ア
ゼ
リ
ア
通
り
は
、
阪
急
長
岡
天
神
駅

周
辺
整
備
基
本
計
画
の
中
で
、
市
民
や
来

訪
者
が
安
心
し
て
楽
し
く
買
い
物
で
き
る

市
の
中
心
の
商
業
軸
の
形
成
を
目
指
す
と

あ
る
。
歩
行
空
間
の
創
出
に
つ
い
て
の
市

の
考
え
は
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
　
ア
ゼ
リ
ア
通
り
は
、
新
景
観
計
画
の
中

で
も
沿
道
軸
に
位
置
付
け
て
い
る
。
そ
の

中
の
景
観
形
成
基
準
は
、
建
物
を
セ
ッ
ト

バ
ッ
ク
し
て
、
周
囲
に
圧
迫
感
を
与
え
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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総
括

質
疑

　
９
月
定
例
会
で
は
、
決
算
審
査

特
別
委
員
会
に
お
い
て
各
会
派
の

代
表
が
、
平
成
30
年
度
決
算
に
つ

い
て
一
問
一
答
方
式
に
よ
る
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
質
疑
の
一
部

を
掲
載
し
ま
す
。

上
下
水
道

問
　
下
水
道
管
は
、
劣
化
し
水
が
漏
れ
て
も

水
道
管
の
よ
う
に
す
ぐ
に
は
発
見
で
き
な

い
。
放
置
す
れ
ば
管
自
体
が
崩
壊
し
、
道

路
陥
没
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
。
事
前

の
対
策
が
必
要
だ
と
思
う
が
対
応
は
。
　

答
　
古
い
管
渠
に
対
し
て
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
調

査
を
実
施
し
、
主
要
幹
線
は
改
築
や
更
新

等
を
行
い
、
対
策
を
完
了
し
て
い
る
。
今

後
は
、
30
年
以
上
経
過
の
枝
線
に
つ
い
て

も
カ
メ
ラ
調
査
を
行
い
、
令
和
４
年
度
か

ら
改
築
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

問
　
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
ゴ
ミ

出
し
支
援
で
あ
る
ふ
れ
あ
い
収
集
は
、
要

介
護
１
、
２
、
３
が
対
象
と
聞
く
。
ニ
ー

ズ
が
あ
る
要
支
援
１
、
２
も
対
象
に
入
れ

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。
　
　

答
　
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
か
ら
、
ま
ず
は
要
介
護
１
、
２
、
３

の
方
を
対
象
に
、
試
験
的
に
導
入
す
る
が
、

今
後
、
対
象
区
分
の
拡
大
な
ど
も
含
め
、

福
祉
部
局
と
十
分
協
議
し
、
本
格
導
入
を

目
指
し
て
制
度
を
確
立
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
小
児
救
急
医
療
体
制
は
、
輪
番
制
で
あ

り
、
救
急
車
を
呼
ん
で
も
京
都
市
が
当
番

な
ら
30
分
以
上
か
か
る
場
合
が
あ
る
。
済

生
会
京
都
府
病
院
移
転
に
伴
い
、
体
制
の

改
善
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
市
内
の
病
院
だ
け
で
は
小
児
救
急
医
療

体
制
の
確
保
が
厳
し
く
、
広
域
的
な
対
応

は
必
要
で
あ
る
。
新
し
い
済
生
会
病
院
で

は
、
一
次
救
急
と
二
次
救
急
の
一
体
的
整

備
を
図
り
、
最
大
の
課
題
で
あ
る
小
児
科

医
の
確
保
も
含
め
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

問
　
人
権
教
育
の
一
環
と
し
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

の
正
し
い
知
識
を
児
童
生
徒
が
身
に
つ
け

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
本
市
の
小
中

学
校
で
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
の
学
習
等
を
、
小

学
校
で
は
、
昨
年
度
４
校
で
実
施
し
、
本

年
度
は
６
校
で
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
全
中
学
校
で
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
問
　
調
子
八
角
の
交
差
点
は
か
な
り
の
交
通

量
が
あ
り
、
通
勤
通
学
の
時
間
帯
は
非
常

に
混
雑
し
て
い
る
。
以
前
、
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
化
も
要
望
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
ス
ク

ラ
ン
ブ
ル
化
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
は
。

答
　
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
は
、
歩
行
者
の

巻
き
込
み
事
故
は
防
げ
る
が
、
渋
滞
を
さ

ら
に
発
生
さ
せ
る
場
合
も
あ
る
。
ま
ず
は
、

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
化
が
必
要
か
の
調
査
の
た

め
に
、
京
都
府
、
公
安
委
員
会
、
地
元
自

治
会
等
と
の
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

問
　
現
在
、
学
校
給
食
へ
の
地
元
農
産
物
の

納
入
状
況
は
、
中
学
校
で
は
５
品
目
、
小

学
校
で
は
12
品
目
と
な
っ
て
い
て
、
中
学

校
は
小
学
校
に
比
べ
て
少
な
い
が
、
今
後

ふ
え
て
い
く
予
定
は
あ
る
か
。
　
　
　
　

答
　
中
学
校
へ
納
め
る
野
菜
の
品
目
は
、
長

岡
京
市
地
産
地
消
推
進
協
議
会
の
食
育
給

食
部
会
で
判
断
し
、
ま
ず
は
主
力
の
５
品

目
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
今
後
は
、

供
給
体
制
を
整
え
な
が
ら
、
徐
々
に
品
目

数
を
ふ
や
し
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　
　

　
問
　
平
成
30
年
度
決
算
は
、
財
政
健
全
化
法

に
基
づ
く
４
指
標
に
つ
い
て
は
良
好
な
数

値
で
あ
っ
た
が
、
単
年
度
収
支
と
実
質
単

年
度
収
支
が
赤
字
と
な
っ
た
。
こ
の
赤
字

に
対
す
る
市
の
考
え
を
問
う
。
　
　
　
　

答
　
将
来
の
安
定
的
な
運
営
の
た
め
に
、
庁

舎
建
設
基
金
へ
の
積
み
立
て
を
し
た
こ
と

が
赤
字
決
算
と
な
っ
た
大
き
な
要
因
と
考

え
て
い
る
。
丁
寧
な
説
明
を
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
懸
念
や
不
安
の
払
拭
に
努
め
て
い

き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

問
　
公
園
に
対
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
は
多
様
で

あ
る
。
他
市
で
は
民
間
事
業
者
の
活
用
で
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
に
成
功
し
た
例
も

あ
る
。
本
市
で
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
こ
れ
か
ら
の
都
市
公
園
は
、
住
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
今
年
度
か
ら
西
山

公
園
、
勝
竜
寺
城
公
園
、
西
代
里
山
公
園

の
３
公
園
で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
試
験
的
に

導
入
し
て
お
り
、
そ
の
動
向
も
踏
ま
え
て
、

他
市
事
例
も
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

問
　
昨
年
度
の
本
市
と
警
察
と
の
協
議
の
結

果
、
Ｊ
Ｒ
長
岡
京
駅
東
口
駅
前
広
場
基
本

計
画
に
見
直
し
が
生
じ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

見
直
し
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
　
現
在
の
交
通
動
線
を
基
本
と
し
、
車
道

に
自
転
車
通
行
帯
の
設
置
や
、
バ
ス
等
車

両
停
車
部
の
カ
ラ
ー
化
と
合
わ
せ
て
、
ロ

ー
タ
リ
ー
の
拡
幅
を
検
討
し
て
い
る
。
ま

た
、
歩
道
内
は
自
転
車
に
乗
っ
て
の
通
行

は
不
可
能
と
の
結
論
に
な
っ
た
た
め
、
現

在
同
様
、
押
し
て
歩
く
通
行
方
法
と
な
る
。

　

問
　
新
田
保
育
所
が
移
転
し
、
５
月
か
ら
開

所
さ
れ
た
が
、
不
具
合
が
幾
つ
か
出
て
い

る
。
ま
た
、
保
育
士
や
保
護
者
か
ら
も
意

見
が
出
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
が
担
当
課
に
伝
わ
り
、
改
善
が
で
き

て
い
る
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
　
保
護
者
な
ど
か
ら
の
意
見
や
要
望
書
は
、

新
田
保
育
所
に
出
て
お
り
、
担
当
課
で
も

把
握
し
て
い
る
。
今
後
、
保
育
所
と
担
当

課
で
連
携
し
な
が
ら
、
対
応
で
き
る
も
の

に
つ
い
て
は
対
応
し
て
い
く
。
　
　
　
　

　

問
　
本
市
は
緑
豊
か
な
歴
史
の
ま
ち
で
あ
る
。

新
市
庁
舎
や
周
辺
施
設
に
、
長
岡
京
ら
し

い
緑
と
歴
史
の
調
和
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、

西
山
の
木
材
の
活
用
を
考
え
て
欲
し
い
が

市
の
見
解
は
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
　
庁
舎
建
設
に
は
一
定
以
上
の
木
材
が
必

要
と
な
る
が
、
西
山
の
木
材
は
、
な
り
わ

い
と
し
て
成
り
立
つ
よ
う
な
間
伐
は
し
て

お
ら
ず
、
安
定
供
給
が
見
込
め
な
い
た
め

難
し
い
。
備
品
や
消
耗
品
へ
の
活
用
を
進

め
て
い
く
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。
　
　

　

山
本
　智

公
明
党

石
井
　啓
子

公
明
党

小
谷
　宗
太
郎

日
本
維
新
の
会
と
市
民
派
の
会

白
石
　多
津
子

平
成
西
山
ク
ラ
ブ

上
村
　真
造

平
成
西
山
ク
ラ
ブ

小
野
　洋
史

平
成
自
由
ク
ラ
ブ

冨
岡
　浩
史

平
成
自
由
ク
ラ
ブ

宮
小
路
　康
文

輝（
か
が
や
き
）

綿
谷
　正
已

輝（
か
が
や
き
）

進
藤
　裕
之

輝（
か
が
や
き
）

広
垣
　栄
治

日
本
共
産
党

二
階
堂
　恵
子

日
本
共
産
党

浜
野
　利
夫

日
本
共
産
党

寺
嶋
　智
美

平
成
市
民
ク
ラ
ブ

中
小
路
　貴
司

平
成
市
民
ク
ラ
ブ

問
　
本
市
で
は
、
業
務
継
続
計
画
の
作
成
作

業
を
行
っ
て
い
る
。
以
前
は
、
総
務
省
か

ら
出
て
い
る
重
要
な
６
要
素
の
う
ち
、
１

つ
は
事
務
局
案
が
で
き
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
状
況
は
ど
う
か
。

答
　
現
在
は
、
６
つ
目
の
要
素
で
あ
る
非
常

時
優
先
業
務
の
整
理
以
外
に
つ
い
て
は
、

事
務
局
案
が
で
き
て
い
る
。
今
年
度
末
に

は
、
非
常
時
優
先
業
務
の
整
理
も
あ
わ
せ

た
事
務
局
案
を
地
域
防
災
会
議
に
諮
り
、

業
務
継
続
計
画
を
完
成
さ
せ
た
い
。
　
　

　

問
　
平
成
30
年
度
に
は
、
避
難
所
が
５
回
開

設
さ
れ
た
。
合
計
で
４
７
０
名
の
方
が
避

難
さ
れ
、
そ
の
う
ち
１
名
と
そ
の
家
族
は
、

福
祉
避
難
所
に
避
難
さ
れ
た
。
福
祉
避
難

所
が
必
要
と
判
断
し
た
理
由
を
問
う
。
　

答
　
福
祉
避
難
所
は
、
一
般
の
指
定
避
難
所

で
の
避
難
生
活
が
困
難
な
要
配
慮
者
で
、

特
別
な
配
慮
が
必
要
な
方
の
た
め
に
二
次

的
に
開
設
す
る
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
巡

回
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
、
特
別
な
配
慮
が

必
要
と
判
断
し
た
た
め
、
開
設
し
た
。
　

　

問
　
平
成
30
年
度
決
算
に
お
い
て
、
本
市
の

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
担
当
世
帯
数
は
１
人

あ
た
り
87
・
５
世
帯
だ
っ
た
と
聞
く
。
新

年
度
に
向
け
て
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
増

員
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。
　
　
　
　
　

答
　
社
会
福
祉
法
に
は
、
被
保
護
世
帯
数
に

応
じ
て
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
法
定
標
準
数

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
現
状
の
体
制
は
、

社
会
福
祉
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
数
を
満
た
し
て
お
り
、
現
段
階

で
は
、
増
員
の
検
討
は
し
て
い
な
い
。
　

　

問
　
ア
ゼ
リ
ア
通
り
は
、
阪
急
長
岡
天
神
駅

周
辺
整
備
基
本
計
画
の
中
で
、
市
民
や
来

訪
者
が
安
心
し
て
楽
し
く
買
い
物
で
き
る

市
の
中
心
の
商
業
軸
の
形
成
を
目
指
す
と

あ
る
。
歩
行
空
間
の
創
出
に
つ
い
て
の
市

の
考
え
は
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
　
ア
ゼ
リ
ア
通
り
は
、
新
景
観
計
画
の
中

で
も
沿
道
軸
に
位
置
付
け
て
い
る
。
そ
の

中
の
景
観
形
成
基
準
は
、
建
物
を
セ
ッ
ト

バ
ッ
ク
し
て
、
周
囲
に
圧
迫
感
を
与
え
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
　
　

　


